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非天然型 α-アミノ酸である α,α-二置換 α-アミノ酸は多くの天然化合物、医薬品、生物活性物質、

有機触媒等に見られる構造であり、医薬化学および合成化学において重要な化合物群の一つである。

α,α-二置換 α-アミノ酸の合成において、活性なアズラクトンを求核剤として用いた反応が広く用い

られている１。一方当研究室では、アズラクトンの二量化反応を活用したエノラートとの脱水素型

クロスカップリング反応を報告している２。本反応では、通常ホモカップリング体生成が問題とな

るエノラートの酸化的クロスカップリング反応において、当量から小過剰量の反応基質を用いるこ

とで目的物を良好な収率で得ることが可能である。しかし過酸化物を酸化剤として用いる必要があ

り、また、基質一般性に制限がある点において改善の余地が残されていた。そこで本研究では、酸

化剤として環境調和性に優れた酸素の利用を企図し、温和な条件における脱水素型クロスカップリ

ング反応の開発に着手した 3。 

今回インドールをカップリングパートナーとして種々検討を行ったところ、鉄触媒存在下におい

て目的のクロスカップリング反応が高収率で進行することを見出した。さらに従来法では化学量論

量以上の金属酸化剤や過酸化物を用いる必要があるのに対し、本反応では酸素を酸化剤として用い

ることが可能で、環境調和性に優れた反応となっている。本発表では、これらの検討の詳細につい

て報告する。 
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